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◎
「
原
爆
文
学
研
究
」
総
目
次
（

号
～

号
）

11

20

第

号
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
三
日
）

11
批
評

「
生
活
記
録｣

か
ら｢

証
言｣

へ
―
「
長
崎
の
証
言
の
会
」
創
設

期
と
鎌
田
定
夫

東
村
岳
史

2

大
江
健
三
郎
の
核
時
代
観
と
Ｗ
・
Ｈ
・
オ
ー
デ
ン
―
深
瀬
基

寬
訳
の
オ
ー
デ
ン
「
支
那
の
う
へ
に
夜
が
落
ち
る
」
の
受
容
―

高
橋
由
貴

22

一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
『
宝
島
』
と
核
の
「
語
り
易
さ
」

山
本
昭
宏

34

消
尽
の
果
て
の
未
来
あ
る
い
は
襞
と
し
て
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

―
三
・
一
一
以
後
の
原
爆
文
学
と
原
発
表
象
を
め
ぐ
る
理
論

的
覚
書
―

柳
瀬
善
治

47

核
時
代
の
『
英
語
青
年
』
―
「
広
島
」「
長
崎
」「
原
子
爆
弾
」

関
連
記
事
リ
ス
ト
（
一
九
四
五
～
五
二
年
）
―

齋
藤

一

65

特
集

北
米
文
学
に
お
け
る
核
の
表
象
に
つ
い
て

特
集
「
北
米
文
学
に
お
け
る
核
の
表
象
に
つ
い
て
」
報
告

髙
野
吾
朗

105

ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
と
戦
後
ア
メ
リ
カ
文
化

M
ichael

G
orm

an

（
松
永
京
子
訳
）

マ

イ

ケ

ル

ゴ

ー

マ
ン

107

核
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
文
学
―
サ
イ
モ
ン
・
Ｊ
・
オ

ー
テ
ィ
ー
ズ
の
詩
を
中
心
に

松
永
京
子

117

日
系
カ
ナ
ダ
人
作
家
ジ
ョ
イ
・
コ
ガ
ワ
『
オ
バ
サ
ン
』
に
お
け

る
「
原
爆
」

松
尾
直
美

131

証
言

「
紫
色
の
砂
漠
」
は
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た

中
村

泰

137

解
題

宇
野
田
尚
哉

140

元
編
集
者
が
残
す
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
全
一
五
巻
の
記
録

近
藤
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

141

解
題

川
口
隆
行

163

書
評

山
本
昭
宏
『
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
言
説
の
戦
後
史1945-1960

―

「
被
爆
の
記
憶
」
と
「
原
子
力
の
夢
」』
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

西

亮
太

169

エ
ッ
セ
イ

Chim
↑Pom

と
《
原
爆
の
図
》

岡
村
幸
宣

175

『
希

望
』
復
刻
に
い
た
る
ま
で

越
水

治

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

177

三
十
五
年
ぶ
り
の
広
島
再
訪

島
村

輝

179

授
業
報
告
―
「
原
爆
文
学
」
か
ら
読
む
「
戦
後
」
―

深
津
謙
一
郎

181
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林
京
子｢

九
日
の
太
陽｣

に
寄
せ
て

村
上
陽
子

183

彙
報

185

奥
付

第

号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
八
日
）

12
批
評

〈
娘
〉
の
負
い
目
の
物
語
―
〈
原
爆
文
学
〉
か
ら
ア
ダ
ル
ト
チ

ル
ド
レ
ン
小
説
へ
―

篠
崎
美
生
子

2

鹿
島
田
真
希
『
六
〇
〇
〇
度
の
愛
』、
あ
る
い
は
原
爆
体
験
と

い
う
レ
ッ
ス
ン

野
坂
昭
雄

17

「
原
爆
／
原
発
小
説
」
の
修
辞
学

中
野
和
典

28

「
平
滑
空
間
」
に
浮
か
び
上
が
る
「
い
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い

も
の
」
の
声
―
三
・
一
一
以
後
の
原
爆
文
学
と
原
発
表
象
を

め
ぐ
る
理
論
的
覚
書
そ
の
２
―

柳
瀬
善
治

50

も
う
ひ
と
つ
の
『
長
崎
の
証
言
』
と
そ
の
後
―
写
真
に
よ
る
被

爆
者
の
表
象
小
史

東
村
岳
史

69

『
ヒ
ロ
シ
マ
』
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
テ
ク
ス
ト
と
米
国

の
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
―
１
９
４
５
年
８
月
６
日
～
１
９
４
６

年
８
月
３
１
日
―

永
川
と
も
子

82

ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
形
成
過
程
の
考
察
～
編

集
者
の
役
割
を
中
心
に
～

繁
沢
敦
子

101

科
学
と
詩
学
が
出
会
う
と
こ
ろ
―
マ
リ
ル
ー
・
ア
ウ
ィ
ア
ク
タ

と
原
子
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

松
永
京
子

122

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
な
ぜ
「
復
興
」
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
の

か
―
初
期
の
長
編
二
作
品
を
中
心
に
考
え
る
―

髙
野
吾
朗

136

小
特
集

ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
〈
語
る
〉
―
核
と
植
民
地
主
義

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
〈
語
る
〉
―
核
と
植
民
地

主
義
」
報
告

松
永
京
子

171

現
実
感
な
き
帰
島
再
定
住
―
米
核
実
験
場
と
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
を
訪
ね
て

竹
峰
誠
一
郎

173

朝
鮮
人
被
爆
者
を
「
語
る
」
―
韓
水
山
『
軍
艦
島
』
の
場
合
―

楠
田
剛
士

195

エ
ッ
セ
イ

核
関
連
広
報
施
設
を
見
る
―
六
ヶ
所
村
・
東
海
村
訪
問
記

五
味
渕
典
嗣

205

ヒ
ロ
シ
マ
を
あ
ら
わ
す
こ
と

岡
本
芳
枝

215

『
非
核
芸
術
案
内
』
刊
行
の
ご
報
告

岡
村
幸
宣

220

『
原
爆
文
学
事
典
』
構
想
に
つ
い
て

川
口
隆
行

222

彙
報

224

奥
付
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第

号
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
一
日
）

13
批
評

坂
井
米
夫
『
ア
メ
リ
カ
便
り
』
に
見
る
原
水
爆
と
原
子
─
占

領
下
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
言
説
の
一
端

坂
口

博

2

フ
ィ
ル
ム
の
中
の
《
原
爆
の
図
》
─
二
つ
の
映
画
『
原
爆
の
図
』

を
中
心
に
─

岡
村
幸
宣

13

〈
半
人
間
〉
の
射
程
と
限
界
─
大
田
洋
子
「
半
人
間
」
論

村
上
陽
子

20

被
爆
体
験
・
生
活
記
録
・
山
代
巴

宇
野
田
尚
哉

34

今
堀
誠
二
『
原
水
爆
時
代
』
再
読
─
一
九
五
一
年
「
原
爆
記

念
全
国
平
和
会
議
」
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
─

黒
川
伊
織

38

「
原
爆
と
人
間
」
を
め
ぐ
る
問
い
と
答
え
─
「
証
言
」
運
動

と
生
活
史
研
究
の
接
点
か
ら
─

東
村
岳
史

46

現
代
小
説
を
題
材
に
「
核
」
と
「
内
戦
」
に
つ
い
て
考
え
る

─
三
・
一
一
以
後
の
原
爆
文
学
と
原
発
表
象
を
め
ぐ
る
理
論

的
覚
書
そ
の
３
─

柳
瀬
善
治

65

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
と
「
私
た
ち
」
の
記
録
─
放
射
能

汚
染
・
文
化
事
象
・
川
崎
─

畑
中
佳
恵

102

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
が
見
た
ヒ
ロ
シ
マ
』
を
め
ぐ
る
対
話

石
田
優
子

139

渡
部
朋
子

渡
部
久
仁
子

楠
田
剛
士

特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

70

特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

70

155

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ

70

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
１
─
井
伏
鱒
二
『
黒
い
雨
』

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
１
─
井
伏
鱒
二
『
黒
い
雨
』
報
告

中
野
和
典

157

『
黒
い
雨
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
？

中
野
和
典

160

奇
妙
な
？
「
士
気
昇
揚
」
─
『
黒
い
雨
』
と
『
重
松
日
記
』

齋
藤

一

174

『
黒
い
雨
』
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

中
谷
い
ず
み

179

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

70

原
爆
体
験
の
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉
─

・

年
代
を
中
心
に

60

70

原
爆
体
験
の
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉
を
問
う
こ
と

川
口
隆
行

188

被
爆
体
験
を
〈
書
く
〉
─
山
代
巴
と
『
原
爆
に
生
き
て
』『
こ

の
世
界
の
片
隅
で
』
を
中
心
に
─

キ
ア
ラ
・
コ
マ
ス
ト
リ

196

「
原
爆
文
献
を
読
む
会
」
─
会
報
に
み
る
活
動
の
紹
介
と
再
定

置
の
試
み

小
沢
節
子

211

「
核
」
の
連
鎖
・「
難
死
」
の
連
鎖
─
小
田
実
『H

IRO
SH

IM
A

』

を
読
む

道
場
親
信

229

彙
報

254

奥
付
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第

号
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
二
日
）

14
批
評

１
９
４
５
年
の
創
世
記
─
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｌ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の

広
島
・
長
崎
関
連
記
事
に
み
る
「
宣
教
」
と
し
て
の
原
爆
報

道
─

永
川
と
も
子

3

映
画
『
二
十
四
時
間
の
情
事
』
に
お
け
る
表
象
の
方
法

野
坂
昭
雄

15

旅
す
る
「
原
爆
の
図
」
と
反
原
発
運
動
と
の
出
会
い
─
丸
木

夫
妻
と
フ
ラ
ン
ス
、
札
幌
、
泊
原
発
、
そ
し
て
電
気
料
金
不

払
い
─

東
村
岳
史

27

特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

70

特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
２

70

41

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅲ

70

古
典
詩
と
現
代
詩
の
協
奏
─
実
作
者
を
迎
え
て

わ
が
英
詩
は
如
何
に
し
て
「
核
」「
戦
争
」「
原
発
」
と
切
り
結

び
し
か

髙
野
吾
朗

42

震
災
と
戦
争
、
ト
ル
コ
と
日
本
の
間
で
ヒ
ク
メ
ッ
ト
の
詩
を
読
む

イ
ナ
ン
・
オ
ネ
ル

66

新
井
高
子

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅳ

70

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
と
〈
詩
〉

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
後
に
〈
詩
〉
を
書
く
と
い
う
こ
と

野
坂
昭
雄

74

原
民
喜
に
お
け
る
詩
と
散
文
─
小
説
「
永
遠
の
み
ど
り
」
へ
─

高
橋
由
貴

83

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
ヒ
ロ
シ
マ
以
後
の
詩
の
変
貌
─
パ
ウ
ル
・

ツ
ェ
ラ
ン
と
原
民
喜
の
詩
を
中
心
に
─

柿
木
伸
之

95

３
・

に
向
き
合
っ
た
詩
人
た
ち

中
原

豊

11

111

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅴ

70

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
２
─
佐
多
稲
子
『
樹
影
』

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
２
─
佐
多
稲
子
『
樹
影
』
報
告

松
永
京
子

117

福
岡
千
鶴
子
と
醇
次
郎
─
鎮

魂
の
通
奏
低
音

レ
ク
イ
エ
ム

坂
口

博

125

孤
独
の
諸
相
─
佐
多
稲
子
『
樹
影
』
に
お
け
る
被
爆
意
識
の

変
遷

村
上
陽
子

134

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅵ

70

長
崎
原
爆
と
復
興
の
言
説

「
長
崎
原
爆
と
復
興
の
言
説
」
の
再
問
題
化

楠
田
剛
士

145

長
崎
原
爆
の
復
興
を
め
ぐ
る
詩
歌

楠
田
剛
士

150

「
浦
上
五
番
崩
れ
」
と
し
て
の
原
爆

篠
崎
美
生
子

169

長
崎
の
戦
災
復
興
事
業
と
平
和
祈
念
像
建
設
─
長
崎
の
経
済
界

と
原
爆
被
災
者

新
木
武
志

181

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅶ

70

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
３
─
大
田
洋
子
『
屍
の
街
』



301

原
爆
文
学
「
古
典
」
再
読
３
─
大
田
洋
子
『
屍
の
街
』
報
告

中
野
和
典

205

『
屍
の
街
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
？

中
野
和
典

210

「
手
記
」
と
小
説
の
は
ざ
ま

長
野
秀
樹

225

「
物
語
」
を
「
空
隙
」
で
語
る
と
い
う
こ
と
─
大
田
洋
子
の

「
し
び
れ
」
と
「
さ
ま
よ
い
」
に
つ
い
て
─

柳
瀬
善
治

234

「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅷ

70

広
島
か
ら
問
う
、「
原
爆
文
学
」
と
「
戦
後

年
」

70

「
関
係
の
非
対
称
性
」
の
視
点
か
ら
「
原
爆
文
学
」
を
解
き

ほ
ぐ
す

山
本
昭
宏

245

被
爆
体
験
記
に
描
か
れ
た
朝
鮮
人
被
爆
者
の
姿
─
一
九
七
〇

年
代
ま
で
─

黒
川
伊
織

251

「
原
爆
」
を
め
ぐ
る
想
像
力
の
枠
組
み
─
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と

「
ア
ジ
ア
」
言
説
を
手
が
か
り
に
─

高

榮

蘭

264

「
証
言
」
の
力
学
─
「
原
爆
文
学
」
の
１
９
７
０
年
代

成
田
龍
一

283

彙
報

297

奥
付

第

号
（
二
〇
一
六
年
八
月
三
一
日
）

15
批
評

被
爆
体
験
と
「
平
和
利
用
」
─
「
〝
だ
か
ら
こ
そ
〟
の
論
理
」

と
個
人
の
生
き
方

東
村
岳
史

3

ア
フ
リ
カ
・
広
島
・
阿
部
知
二
─
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
原
爆

文
学

波
潟

剛

20

特
集

国
際
会
議

:

核
・
原
爆
と
表
象
／
文
学
─
原
爆
文
学

の
彼
方
へ
─

特
集
に
あ
た
っ
て

川
口
隆
行

33

セ
ッ
シ
ョ
ン
１

移
動
す
る
原
爆
─
文
学

「
投
下
す
る
」
側
の
「
記
憶
」
─
二
〇
一
五
年
・
日
本
か
ら

の
再
検
証

島
村

輝

39

核
時
代
の
英
米
文
学
者
─H

erm
ann

H
agedorn,The

Bom
b

thatFellon
Am

erica

（
一
九
四
六
年
）
の
日
本
語
訳
（
一
九

五
〇
年
）
に
つ
い
て

齋
藤

一

50

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ヴ
ィ
ゼ
ナ
ー
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ブ
ギ
』
に
お

け
る
原
爆
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
軌
跡
─
大
田
洋
子
と
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ



302

・
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ン
ス
」
を
め
ぐ
っ
て
─

松
永
京
子

61

特
別
講
演

大
海
に
浮
か
ぶ
夢
と
放
射
能
の
島
々
─
文
学
者
と
民
族
運
動

家
の
は
ざ
ま
に
い
る
者
の
幻
想
─

シ
ャ
マ
ン
・
ラ
ポ
ガ
ン

76

（
李
文
茹
訳
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
２

原
爆
を
視
る

原
爆
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
〈
詩
〉

野
坂
昭
雄

86

「
キ
ノ
コ
雲
」
と
隔
た
り
の
あ
る
眼
差
し
─
戦
後
日
本
映
画

史
に
お
け
る
〈
原
爆
〉
の
利
用
法

紅
野
謙
介

101

核
の
不
安
か
ら
核
の
無
関
心
へ
─
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
文
化
に

お
け
る
核
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
─

マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
マ
ン

112

（
永
川
と
も
子
訳
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
３

冷
戦
文
化
と
核

核
と
自
由
─1960-1970

年
代
の
日
米
に
お
け
る
公
民
権
／

反
戦
／
反
核
運
動
─

ア
ン
・
シ
ェ
リ
フ

127

「
核
の
カ
サ
」
の
下
の
「
理
想
」
と
「
現
実
」
─
一
九
六
三
～

六
七
年
の
論
壇
で
の
議
論
を
中
心
に
─

山
本
昭
宏

136

１
９
６
０
年
代
韓
国
の
原
子
力
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
お
け
る

『
学
生
科
学
』
の
位
置

林

泰

勲

148

（
林
慶
花
訳
）

書
評

特
集

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
「
戦
後

年
」

70

特
集

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
「
戦
後

年
」
に
つ
い
て

70

158

ジ
ム
・
バ
ゴ
ッ
ト
著
『
原
子
爆
弾

1938

～1950

年
─
い

か
に
物
理
学
者
た
ち
は
、
世
界
を
残
虐
と
恐
怖
へ
導
い
て

い
っ
た
か
？
』

永
川
と
も
子

159

堀
川
惠
子
著
『
原
爆
供
養
塔

忘
れ
ら
れ
た
遺
骨
の

年
』

70

小
沢
節
子

163

柿
木
伸
之
著
『
パ
ッ
ト
剥
ギ
ト
ッ
テ
シ
マ
ッ
タ
後
の
世
界
ヘ
─

ヒ
ロ
シ
マ
を
想
起
す
る
思
考
』

高
橋
由
貴

167

村
上
陽
子
著
『
出
来
事
の
残
響
─
原
爆
文
学
と
沖
縄
文
学
』

茶
園
梨
加

171

中
尾
麻
伊
香
著
『
核
の
誘
惑
─
戦
前
日
本
の
科
学
文
化
と

「
原
子
力
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
出
現
』

畑
中
佳
恵

175

直
野
章
子
著
『
原
爆
体
験
と
戦
後
日
本
─
記
憶
の
形
成
と
継

承
』

水
溜
真
由
美

180

柴
田
優
呼
著
『
〝
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
〟
被
爆
神
話
を
解

体
す
る
─
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
日
米
共
犯
関
係
の
原
点
』

伊
藤
詔
子

184

山
本
昭
宏
著
『
核
と
日
本
人
─
ヒ
ロ
シ
マ
・
ゴ
ジ
ラ
・
フ
ク

シ
マ
』

髙
山
智
樹

189

四
條
知
恵
著
『
浦
上
の
原
爆
の
語
り
─
永
井
隆
か
ら
ロ
ー
マ

教
皇
へ
』

黒
川
伊
織

193

福
間
良
明
著
『「
戦
跡
」
の
戦
後
史
─
せ
め
ぎ
あ
う
遺
構
と

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』

四
條
知
恵

197

岡
村
幸
宣
著
『《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
─
占
領
下
、
１
０
０

万
人
が
観
た
！
』

東
村
岳
史

201

能
登
原
由
美
著
『「
ヒ
ロ
シ
マ
」
が
鳴
り
響
く
と
き
』

柿
木
伸
之

207

エ
ッ
セ
イ

イ
メ
ー
ジ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
問
い
な
お
す
─
「
元
寇
」
と

『
黒
い
雨
』

中
野
和
典

211
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彙
報

217

奥
付

第

号
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
三
日
）

16
批
評

林
京
子
「
黄
砂
」
に
お
け
る
日
本
人
娼
婦
を
め
ぐ
っ
て
―

「
日
本
人
の
く
せ
に
」

山
﨑
信
子

2

音
楽
に
お
け
る
原
爆
の
表
象
―
原
爆
詩
の
扱
い
と
そ
の
変
遷

に
着
目
し
て

能
登
原
由
美

18

雑
誌
『
人
間
』
と
「
戦
後
日
本
」
と
の
接
点
―
八
〇
年
代
台

湾
に
お
け
る
「
核
」
言
説
の
ジ
レ
ン
マ

李

文

茹

40

三
〇
〇
〇
通
の
手
紙
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―
第
五
福
竜
丸

無
線
長
・
久
保
山
愛
吉
と
家
族
に
送
ら
れ
た
手
紙
を
読
む

市
田
真
理

53

特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読
５
―
林
京
子
「
再
び
ル
イ
へ
。」

原
爆
文
学
再
読
５
―
林
京
子
「
再
び
ル
イ
へ
。」
報
告

村
上
陽
子

62

林
京
子
「
祭
り
の
場
」
か
ら
「
再
び
ル
イ
へ
。」
ま
で

村
上
陽
子

65

「
再
び
ル
イ
へ
。」
か
ら
「
祭
り
の
場
」
へ
／
「
祭
り
の
場
」
か

ら
「
再
び
ル
イ
へ
。」

島
村

輝

77

特
集

四
國
五
郎
―
表
現
と
運
動
の
軌
跡
―

四
國
五
郎
と
辻
詩
の
問
題
─
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
の
民
主
運
動
か

ら
広
島
の
サ
ー
ク
ル
運
動
へ

川
口
隆
行

89

四
國
五
郎
と
「
市
民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
」
―
被
爆
体
験
の
継

承
と
表
現
を
め
ぐ
っ
て

小
沢
節
子

108

丸
木
美
術
館
「
四
國
五
郎
展
」
報
告

岡
村
幸
宣

126

『
わ
が
青
春
の
記
録
』
と
出
会
っ
て

山
本
捷
馬

135

詩詩

髙
野
吾
朗

138

彙
報

167

奥
付

第

号
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
二
日
）

17
批
評
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特
集

刊
行
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化

事
典
』
を
読
む

「『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
を
読
む
」
報
告

中
野
和
典

3

川
口
隆
行
（
編
）『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
に
よ
せ
て
、

あ
る
い
は
そ
の
、
さ
ら
な
る
さ
き
に
向
か
う
た
め
に

東

琢
磨

6

い
ま
原
爆
を
問
い
直
す
こ
と
の
意
味

権

赫

泰

14

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
と
環
境
文
学
批
評
（
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ

ム
）
の
観
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

伊
藤
詔
子

20

来
た
る
べ
き
協
働
作
業
に
む
け
た
覚
え
書
き
―
三
者
へ
の
短
い

応
答
―

川
口
隆
行

34

特
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
炭
鉱
と
原
爆
の
記
憶
―
文
化
運
動
・

被
爆
朝
鮮
人
・
遺
構
か
ら
考
え
る
」

「
炭
鉱
と
原
爆
の
記
憶
」
を
考
え
る

楠
田
剛
士

38

一
九
五
〇
年
代
「
原
爆
の
図
展
」
と
炭
鉱
文
化
運
動

岡
村
幸
宣

44

炭
鉱
と
原
爆
を
つ
な
ぐ
―
雑
誌
『
辺
境
』
を
視
座
に

奥
村
華
子

54

遺
構
を
通
し
て
考
え
る
〈
炭
鉱
〉
と
〈
原
爆
〉

木
村
至
聖

67

特
集

他
者
と
共
同
性
―
戦
後
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

表
象
―

特
集

他
者
と
共
同
性
─
戦
後
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

表
象
―

柳
瀬
善
治

76

震
災
後
の
都
市
の
変
革
可
能
性
―
荒
俣
宏
『
帝
都
物
語
』
か

ら
京
極
夏
彦
『
虚
実
妖
怪
百
物
語
』
へ

加
島
正
浩

79

二
つ
の
島
、
二
つ
の
力
―
『
モ
ス
ラ
』
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

―

木
下
幸
太

91

「
そ
の
場
限
り
」
に
潜
む
希
望
―
津
村
記
久
子
「
サ
イ
ガ
サ

マ
の
ウ
ィ
ッ
カ
ー
マ
ン
」
論

泉
谷

瞬

103

脱
措
定
＝
解
放
さ
れ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
―
三
・
一
一
以

エ
ン
ト

ゼ
ツ
ツ
ン

グ

後
の
ポ
ス
ト
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
的
星
座
＝
記
号
配
置
―

柳
瀬
善
治

コ
ン
ス

テ

ラ

チ

オ

ー
ン

120

資
料
紹
介

丸
木
夫
妻
か
ら
峠
三
吉
に
宛
て
た
一
六
通
の
書
簡

岡
村
幸
宣

139

連
載
企
画

原
爆
と
〈
ひ
と
〉

①
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ム
ス
タ
キ

野
坂
昭
雄

151

②
濱
本
武
一

野
坂
昭
雄

156

詩極
私
的
戦
争
詩

髙
野
吾
朗

163

彙
報

173

奥
付

第

号
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日
）

18
批
評

原
民
喜
「
鎮
魂
歌
」
再
考
―
「
念
想
」
を
中
心
に
―

遠
田
憲
成

3
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原
爆
被
害
者
と
農
村
女
性
を
つ
な
ぐ
〈
表
現
〉
と
〈
運
動
〉

―
山
代
巴
と
手
記
集
『
原
爆
に
生
き
て
』
を
め
ぐ
っ
て
―

キ
ア
ラ
・
コ
マ
ス
ト
リ

20

大
澤
幹
夫
「
戯
曲

原
爆
の
子
」
論
―
作
文
集
『
原
爆
の
子
』

受
容
の
一
端
―

藤
本
佳
弓

30

戦
後
佐
世
保
に
お
け
る
核
の
「
軍
事
利
用
」
と
「
平
和
利
用
」

―
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
受
け
入
れ
騒
動
を
中
心
に

東
村
岳
史

45

被
爆
し
た
南
方
特
別
留
学
生
に
関
す
る
記
憶
と
表
象
の
史
的
展

開
に
つ
い
て

平
野
裕
次

66

"U
nspeakable

Thoughts
U

nspoken"
を
描
く
こ
と
―
『
父
と

暮
せ
ば

』
と
『
ビ
ラ
ヴ
ド
』
に
見
る
「
近
代
的
生
」       

小
林
朋
子 

82

放
射
能
汚
染
、
反
核
運
動
、
被
曝
者
―

世
紀
ヒ
ン
デ
ィ
ー

21

語
小
説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
を
巡
っ
て

モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ゙

ィ
ン 

96

特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読

―
吉
本
隆
明
『「
反
核
」
異
論
』

6

吉
本
隆
明
『「
反
核
」
異
論
』
再
読
の
た
め
に

坂
口

博

108

交
わ
ら
な
か
っ
た
議
論
―
吉
本
隆
明
『「
反
核
」
異
論
』
を
め

ぐ
っ
て

村
上
克
尚

116

被
爆
者
の
祈
念
へ
の
贈
与
―
加
藤
典
洋
に
よ
る
『「
反
核
」
異

論
』
へ
の
応
答

加
島
正
浩

128

「
ム
ー
ゼ
ル
マ
ン
」
の
傍
ら
に
お
け
る
「
倫
理
」
と
「
連
帯
」

は
「
喩
」
と
し
て
表
象
可
能
か
―
「
現
代
詩
論
史
」
の
視
角

か
ら
吉
本
隆
明
『「
反
核
」
異
論
』
を
読
む
―

柳
瀬
善
治

145

特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読

―
青
来
有
一
『
爆
心
』

7

「
原
爆
文
学
」
再
読

―
青
来
有
一
『
爆
心
』
報
告

楠
田
剛
士

7

168

青
来
有
一
『
爆
心
』
の
読
ま
れ
方

楠
田
剛
士

172

青
来
有
一
『
爆
心
』
再
読
の
た
め
に

畑
中
佳
恵

179

「
虫
」
に
寄
せ
て
―
歴
史
的
出
来
事
の
空
白
を
め
ぐ
る
検
討

四
條
知
恵

196

小
特
集  

テ
レ
ビ
・
ド゙

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
原
爆
小
頭
症

企
画
趣
意
と
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』
内
容
紹
介

山
本
昭
宏

202

『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』
を
め
ぐ
る
ア
フ
タ
ー
・
ト
ー
ク

平
尾
直
政

205

東

琢
磨

大
牟
田
聡

山
本
昭
宏

書
評

松
永
京
子
著
『
北
米
先
住
民
作
家
と
〈
核
文
学
〉
―
ア
ポ
カ

リ
プ
ス
か
ら
サ
バ
イ
バ
ン
ス
へ
』

村
上
陽
子

228

ス
ー
ザ
ン
・
サ
ザ
ー
ド
著
『
ナ
ガ
サ
キ
―
核
戦
争
後
の
人
生
』永

川
と
も
子

232

詩詩
的
考
察

:

無
意
味
さ
の
意
味
に
つ
い
て

髙
野
吾
朗

236

彙
報

243

奥
付
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第

号
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
九
日
）

19
批
評

原
民
喜
と
「
新
し
い
人
間
」
論
―
言
語
と
リ
ズ
ム
に
注
目
し

て
―

後
山
剛
毅

2

教
科
書
と
「
原
爆
文
学
」
―
林
京
子
「
空
罐
」
を
中
心
に

中
野
和
典

15

「
造
反
教
師
」
松
元
寛
の
「
広
大
紛
争
」
小
説
群
を
五
十
年

後
に
読
む

中
村

平

41

一
九
五
〇
年
代
原
爆
の
図
展
ポ
ス
タ
ー
の
発
見

岡
村
幸
宣

78

森
瀧
市
郎
研
究
覚
書
―
バ
ト
ラ
ー
研
究
と
日
本
倫
理
思
想
と

の
比
較
を
中
心
に
―

柳
瀬
善
治

92

The
A

rtofW
itnessing

証
言
す
る
彫
刻
―
金
城
実
の
《
長

崎
平
和
の
母
子
像
》
―

大
槻
と
も
恵

111

田
口
ラ
ン
デ
ィ
「
時
の
川
」
に
見
ら
れ
る
身
体
性
へ
の
こ
だ
わ

り
―
長
崎
源
之
助
『
う
そ
つ
き
咲
っ
ぺ
』
を
参
照
と
し
て

相
川
美
恵
子

132

特
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「〈
震
災
〉
と
俳
句
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「〈
震
災
〉
と
俳
句
」
報
告

加
島
正
浩

148

久
保
田
万
太
郎
と
関
東
大
震
災
―
俳
句
を
中
心
に

藤
田
祐
史

153

五
〇
年
代
原
爆
俳
句
の
射
程

樫
本
由
貴

163

東
日
本
大
震
災
直
後
、
俳
句
は
何
を
問
題
に
し
た
か
―
「
当

事
者
性
」
と
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
、
そ
し
て
御
中
虫
『
関
揺
れ
る
』

加
島
正
浩

176

忌
日
季
語
の
時
間
性
―
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「〈
震
災
〉
と
俳
句
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
覚
え
書

中
原

豊

190

詩詩
的
考
察

:

今
こ
こ
に
あ
る
禍

髙
野
吾
朗

193

彙
報

202

奥
付

第

号
（
二
〇
二
二
年
三
月
二
一
日
）

20
批
評

岡
正
治
試
論
―
本
島
等
長
崎
市
長
と
の
相
違
点
を
中
心
に

東
村
岳
史

2

教
科
書
と
「
原
爆
文
学
」
Ⅱ
―
林
京
子

「
友
よ
」
を
中
心
に

中
野
和
典

2

俳
句
に
お
け
る
原
爆
遺
構
―
水
原
秋
櫻
子
の
「
聖
廃
墟
」

と
そ
の
受
容
―

樫
本
由
貴

2

戦
後
国
語
教
科
書
に
お
け
る
〈
原
爆
文
学
〉
―
中
学
校
用
教

科
書
を
め
ぐ
っ
て
―

堀
本
嘉
子

2

森
瀧
市
郎
研
究
覚
書
そ
の
二

―
「
中
動
態
の
哲
学
」
を
経
由
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し
て
原
爆
文
学
研
究
へ
の
架
橋
を
試
み
る
た
め
の
ノ
ー
ト
―

柳
瀬
善
治

中
山
士
朗
「
死
の
影
」
に
お
け
る
主
体
の
構
成

野
坂
昭
雄

差
別
の
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
た
め
に
図
書
『
原
爆
と
差

別
』
問
題
か
ら
学
ぶ
こ
と
―
「
図
書
館
の
自
由
」
を
通
し
て
考

え
る
―

西
河
内
靖
泰

特
集

岡
村
幸
宣
『
未
来
へ

原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
学
芸
員

作
業
日
誌

2011-2016
』
を
読
む

『
未
来
へ
』
の
合
評
会

楠
田
剛
士

非
核
の
未
来
へ
言
葉
を
渡
し
、
命
を
つ
な
ぐ
手
仕
事
の
記
録

―
岡
村
幸
宣
『
未
来
へ

原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
学
芸
員

作
業
日
誌

2011-2016

』(

新
宿
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
書
評

柿
木
伸
之

福
島
原
発
事
故
後
の
文
化
運
動
―
岡
村
幸
宣
『
未
来
へ

原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
学
芸
員
作
業
日
誌

2011-2016
』
を

読
む

水
溜
真
由
美

「
原
爆
の
図
」
の
文
化
運
動
と
「
手
の
痕
跡
」

岡
村
幸
宣

小
特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読
８
―
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・

ノ
ー
ト
』

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
再
読
の
た
め
に

楠
田
剛
士

一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
大
江
健
三
郎
と
広
島
の
関
係
を
め
ぐ

る
一
考
察
―
『
中
国
新
聞
』
と
『
世
界
』
に
注
目
し
て

山
本
昭
宏

特
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
に
み
る

反
原
発
思
想
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
に
み
る
反
原
発
思

想
」
報
告
と
今
後
の
課
題

加
島
正
浩

一
九
八
〇
年
代
の
児
童
文
学
誌
に
み
る
「
反
核
兵
器
」
と
「
反

原
発
」

髙
畑
早
希

一
九
八
〇
年
代
の
『
宝
島
』
に
お
け
る
反
原
発
言
説
の
展
開

久
野
桜
希
子

「
制
度
」
へ
の
疑
義
―
野
草
社
と
『80

年
代
』
に
お
け
る
中
尾

ハ
ジ
メ
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
の
仕
事
を
中
心
に

加
島
正
浩

特
集

原
爆
文
学
研
究
会
二
〇
年

「
原
爆
文
学
研
究
会
」
と
の
出
会
い
ま
で

相
川
美
恵
子

福
岡
に
つ
い
て
―
「
喪
」
を
と
ら
え
な
お
す
―

後
山
剛
毅

二
つ
の
ま
な
ざ
し
の
向
こ
う
側

及
川
俊
哉

川
口
隆
行

や
り
残
し
た
課
題

坂
口

博

先
生

畑
中
佳
恵

広
島
流
川
教
会
の
思
い
出
と
そ
の
秘
話

浜

恵
介

２
０
２
１
年
雑
感

藤
本
佳
弓

〈
居
心
地
の
悪
さ
〉
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

松
永
京
子

長
崎
原
爆
の
戦
後
史
を
の
こ
す
会
編
『
原
爆
後
の

年
―

75

長
崎
の
記
憶
と
記
録
を
た
ど
る
』

長
野
秀
樹

詩詩
的
考
察

:

生
き
残
る
た
め
の
妄
想
共
有
の
試
み

髙
野
吾
朗

『
原
爆
文
学
研
究
』
総
目
次
（

～

号
）

11

20

彙
報

奥
付

(

作
成
・
茶
園
梨
加)


